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（1） 主
要
事
業
の
実
施
状
況

1
県
民
の
生
活
課
題
の
解
決

生
活
課
題
を
抱
え
る

住
民
の
支
援

●
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
推
進

事
業

生
活
困
窮
者
支
援
、Ｃ
Ｓ
Ｗ
活
動
、重
層

的
見
守
り
に
係
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、

テ
ー
マ
別
の
研
究
会
を
行
い
、市
町
村
社
協

に
お
け
る
円
滑
な
事
業
展
開
を
支
援
し
た
。

●
岩
手
県
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

住
民
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
把
握
し
解

決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
、

地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）を
新
た
に
27
人
養
成
し
た
ほ
か
、地

域
づ
く
り
実
践
研
修
会
を
開
催
し
た
。

●
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
部
会
事
業

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
市
町
村
社
協
の

理
念
と
、理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
方

針
、中
期
的
な
組
織
や
財
務
、事
業
運
営
の
方

針
を
明
ら
か
に
す
る「
市
町
村
社
協
中
期
経

営
計
画
」の
全
て
の
市
町
村
社
協
で
の
策
定

を
目
指
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
た
。

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、障
が
い
者
ま
た
は
高
齢
者

に
対
し
、生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
と
必

要
な
相
談
支
援
を
行
い
、経
済
的
自
立
及

び
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
図
り
、安
定

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
た
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
減
収
等
で
、生
活
資
金
に
お
困

り
の
方
を
対
象
と
し
た
緊
急
小
口
資
金
等

の
特
例
貸
付
を
市
町
村
社
協
の
協
力
を
得

て
実
施
し
た
。

●
福
祉
人
材
確
保
等
貸
付
事
業

各
種
貸
付
に
よ
り
、介
護
人
材
の
養
成

と
確
保
、就
職
・
就
労
の
支
援
や
自
立
の
促

進
を
図
っ
た
。

●
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業

社
会
福
祉
法
人
が
種
別
を
超
え
て
連

携
・
協
力
し
、制
度
の
狭
間
に
い
る
方
々
の

自
立
を
支
援
す
る
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
、生
活
困
窮
世
帯
等
に
対

事
業
報
告
・
収
支
決
算

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
３
年
度

第74回岩手県社会福祉大会

本
会
は
、「
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
計
画
２
０
１
９-

２
０
２
３
」（
平
成
31
年
３
月
策
定
）に
基
づ
き
、本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
地
域
福
祉
を
推
進
し
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、共
に
支
え
あ
い
、自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
、豊

か
な
福
祉
社
会
の
実
現
」に
向
け
て
、令
和
３
年
度
は
活
動
計
画
の
中
間
年（
３
年
目
）と
し
て
各
種
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、一
部
の
会
議
や
研
修
会
は
、延
期
、中
止
及
び
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、開

催
に
当
た
っ
て
は
、感
染
防
止
対
策
の
実
施
を
徹
底
し
た
ほ
か
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
も
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
た
。

貸
付
実
績
…
貸
付
決
定
件
数
４
，６
３
５
件

※
う
ち
、特
例
貸
付
４
，１
４
０
件（
内
訳
…

総
合
支
援
資
金
２
，２
３
９
件
、緊
急
小

口
資
金
１
，９
０
１
件
）

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
等
事
業

１
１
３
件
、保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

32
件
、ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促

進
資
金
貸
付
事
業
６
件
、児
童
養
護
施
設

退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
貸
付

事
業
21
件
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（2）

（3）

（4）

し
79
件
の
支
援
を
行
っ
た
。

●
盛
岡
圏
域
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自

立
相
談
支
援
事
業
及
び
家
計
改
善
支
援
事

業
を
雫
石
町
、葛
巻
町
、岩
手
町
、紫
波
町

及
び
矢
巾
町
で
実
施
し
、生
活
困
窮
者
の

自
立
生
活
の
促
進
を
図
っ
た
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
総
合
相
談
支
援
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
包

括
的
に
対
応
し
、支
援
の
必
要
な
家
庭
が

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
相
談
支
援
及
び

相
談
対
応
等
を
実
施
し
た
。

住
民
の
権
利
擁
護
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
、知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い
等

で
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
及
び
日
常
的
金
銭

管
理
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
行
う
た
め
、

12
の
基
幹
社
協
に
業
務
の
一
部
を
委
託
し

て
基
幹
社
協
の
専
門
員
及
び
生
活
支
援
員

が
利
用
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、成

年
後
見
制
度
へ
の
移
行
を
支
援
し
た
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

県
内
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
お

け
る
苦
情
解
決
の
体
制
整
備
を
支
援
し
、

苦
情
を
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
生
か
す

取
組
の
促
進
を
図
っ
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
支
援

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
事
業

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
資
質
向
上
及

び
活
動
支
援
の
た
め
、主
任
児
童
委
員
や

中
堅
委
員
及
び
新
任
委
員
を
対
象
と
し
た

研
修
を
開
催
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
と

災
害
時
対
応
体
制
の
整
備

●
東
日
本
大
震
災
被
災
者
生
活
支
援
事
業

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
生
活
支
援
相
談
員
66
人
を
配
置

し
、支
援
対
象
の
２
，８
８
０
世
帯
に
対

し
、延
べ
５
５
，６
８
９
回
の
訪
問
等
を

行
っ
た
ほ
か
、生
活
支
援
相
談
員
の
研
修
、

現
地
事
例
検
討
会
及
び
住
民
の
主
体
性
を

醸
成
す
る
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
等
を
通
じ
て
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
た
。

●
災
害
復
興
基
金
事
業

東
日
本
大
震
災
後
に
本
会
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
付
金
に
よ
り
創
設
し
た「
災
害
復
興
基

金
」を
、本
会
や
市
町
村
社
協
が
行
う
被
災

者
支
援
活
動
の
財
源
と
し
て
活
用
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

事
業（
災
害
発
生
時
）

平
時
か
ら
の
関
係
機
関
、関
係
者
の「
顔

の
見
え
る
関
係
」の
構
築
を
目
指
し
、広
域

市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー（
Ｖ
Ｃ
）設
置
・
運
営
に
係
る
研
修

訓
練
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、災
害
発
生

の
際
に
市
町
村
社
協
災
害
Ｖ
Ｃ
が
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
。

●
災
害
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）推
進
事
業

災
害
時
に
広
域
的
に
支
援
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）の
派
遣
体

制
強
化
を
図
る
た
め
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
連
絡
訓
練
や
局
内
に
お
け
る
派
遣
初
動
訓

練
を
行
っ
た
ほ
か
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
、チ
ー
ム
員
25
人
を
養
成
し
た
。

●
社
会
福
祉
施
設
等
応
援
職
員
派
遣
調
整
事
業

職
員
等
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、一
時
的
に
職
員
が
不
足
す
る
介
護

施
設
及
び
障
害
福
祉
施
設
等
に
、他
の
施

設
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
た
。

障がい者就労支援施設職員向け農業専門セミナー

参
画
86
法
人
、

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
２
６
４
人

事
業
所
巡
回
訪
問
40
か
所
、苦
情
相
談
39

件
・
一
般
相
談
94
件
受
付

新
規
相
談
件
数
２
２
１
件
、自
立
支
援
プ
ラ

ン
42
件
、家
計
再
生
プ
ラ
ン
10
件
、就
労
・
増

収
率
96
％

相
談
対
応
件
数
35
件
※
延
べ
件
数
５
２
４
件

実
利
用
者
数
９
９
６
人
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（1）

（1）

（2）

（2）

（3）

（1） 2
住
民
の
福
祉
活
動
の
振
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
と

福
祉
教
育
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

事
業（
通
常
時
）

住
民
相
互
に
支
え
合
う
機
運
の
醸
成
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
充
を
図
る

た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
㏌
い
わ
て
を

実
施
し
た
ほ
か
、社
協
Ｖ
Ｃ
の
役
割
の
明

確
化
と
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
等
に
お
い
て
具
体
的

な
取
組
を
検
討
し
た
。

3
福
祉
人
材
の
養
成
と
確
保

福
祉
人
材
の
養
成
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

●
介
護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
事
業

介
護
施
設
等
及
び
居
宅
に
お
い
て
、不
特
定

多
数
あ
る
い
は
特
定
の
者
を
対
象
に
適
切
に

喀
痰
吸
引
等
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
介
護
職

員
等
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、岩
手
県
介

護
職
員
等
医
療
的
ケ
ア
研
修
を
開
催
し
た
。

福
祉
人
材
の
確
保
と

マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化

●
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

無
料
職
業
紹
介
所
と
し
て
求
人
求
職
の

あ
っ
せ
ん
を
中
心
に
、求
職
者
に
対
す
る

資
格
取
得
・
就
職
に
関
す
る
相
談
支
援
や

福
祉
全
般
の
情
報
提
供
、「
介
護
・
保
育
・
福

祉
の
就
職
相
談
会
」の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
求
人
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
た
。

●
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
を
目
的
に
、県

内
に
７
人
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
を
配
置
し
、

求
職
者
へ
の
き
め
細
か
な
相
談
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、福
祉

施
設
・
介
護
事
業
所

訪
問
に
よ
る
求
人

開
拓
と
、働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に

向
け
た
指
導
・
助
言

等
を
行
っ
た
。

●
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
士
人
材
確
保
事
業

保
育
人
材
を
確
保
す
る
た
め
専
任
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
人
を
配
置
し
、求
人
求

職
等
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
保
育
士
の
就
職
相

談
等
の
支
援
を
行
っ
た
。

退
職
共
済
制
度
の
適
正
運
営
と

福
利
厚
生
事
業
の
充
実

●
民
間
社
会
福
祉
事
業
職
員
共
済
事
業

「
民
間
社
会
福
祉
事
業
職
員
共
済
事
業
」

の
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、積

立
水
準
回
復
計
画
に
基
づ
き
事
業
の
適
正

な
運
営
に
努
め
た
。

4
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

社
会
福
祉
事
業
経
営
の
支
援

●
障
が
い
者
就
労
・
社
会
参
加
支
援
受
託

事
業【
新
規
】

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に
対
し
、

施
設
外
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
自
主

生
産
製
品
の
販
売
、販
路
・
業
務
受
注
拡
大

等
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、農
林
水
産

業
者
等
が
障
が
い
や
障
が
い
者
を
理
解
す

る
た
め
の
研
修
会
や
、事
業
所
職
員
が
農

林
水
産
業
を
理
解
す
る
た
め
の
施
設
職
員

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
た
。

●
共
同
受
注
窓
口
事
業

県
内
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
利

用
者
が
将
来
的
に
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、働
き
た
い
気

持
ち
の
実
現
と
工
賃
の
向
上
に
よ
る
所
得

の
確
保
を
目
的
に
、障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
所
製
品
の
販
売
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、役
務
の
受
注
拡
大
を
促
進
し
た
。

適
正
な
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
実
施

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
客
観
的
か
つ
専

門
的
に
第
三
者
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、岩
手
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

事
業
所
と
農
林
水
産
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
数
80
件

求
人
求
職
相
談
数
６
，９
６
１
件
、

採
用
者
数
１
８
２
人

相
談
件
数
１
，３
３
７
件
、

マ
ッ
チ
ン
グ
数
１
１
４
人

参
加
者
…
３
１
５
人

小規模事業所就職面談会

求
職
相
談
者
数
２
，２
２
１
人
、

マ
ッ
チ
ン
グ
数
２
６
４
人
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令和3年度　一般会計計算書類の要旨

令
和
３
年
度
総
利
用
者
数

１
４
２
，３
６
７
人

■事業活動計算書 （単位：千円）

科　　目 金　額

サービス
活動増減

サービス活動収益 1,043,648
サービス活動費用 1,090,277
サービス活動増減差額 △ 46,629

サービス
活動外増減

サービス活動外収益 429,690
サービス活動外費用 429,729
サービス活動外増減差額 △ 39

経常増減差額 △ 46,668

特別増減
特別収益 57,347
特別費用 57,742
特別増減差額 △ 395

税引前当期活動増減差額 △ 47,063
法人税・住民税及び事業税 0
当期活動増減差額 △ 47,063

繰越活動
増減差額

前期繰越活動増減差額 51,679
当期末繰越活動増減差額 4,616
基本金取崩額 0
基金取崩額 70,000
その他の積立金取崩額 5,409
その他の積立金積立額 32,835
次期繰越活動増減差額 47,190

事業報告と収支決算の詳細は、岩
手県社会福祉協議会ホームペー
ジ（http://www.iwate-shakyo.
or.jp/）でご覧いただけます。

者
評
価
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

5
多
様
な
組
織
等
と
の
連
携
協
働

地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
福
祉
増
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
６
種
別
協
議
会
の
組
織
事
務
を

担
っ
た
。ま
た
、事
務
を
受
託
し
て
い
る
10

の
団
体
の
適
正
な
運
営
と
事
業
の
促
進
に

努
め
た
。

6
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営

●
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
管
理
運
営

効
率
的
な
運
営
と
魅
力
あ
る
事
業
の
企

画
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
安
全
性
の
高
い
堅
実
な
施
設
運

営
を
行
っ
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、令

和
３
年
８
月
15
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
を

全
館
休
館
と
す
る
等
、施
設
利
用
の
停
止

及
び
制
限
を
行
っ
た
。

7
県
社
協
の
活
動
基
盤
の
強
化

県
社
協
財
政
基
盤
の
適
正
化

県
社
協
の
本
来
の
使
命
や
役
割
を
認
識

し
、地
域
福
祉
推
進
に
結
び
つ
く
新
た
な

事
業
の
開
発
な
ど
の
た
め
、多
様
な
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
た
ほ
か
、事
務
諸
費

の
削
減
に
努
め
た
。

組
織
強
化
の
た
め
の

取
組
の
推
進

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す

る
た
め
、会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
を
受

検
し
た
。

■資金収支計算書 （単位：千円）

（単位：千円）

科　　目 金　額
資産の部
流動資産 649,972 
固定資産 17,221,491 
（基本財産） 5,000 
（その他の固定資産） 17,216,492 
資産の部合計 17,871,463 
負債の部
流動負債 133,100 
固定負債 16,257,600 
負債の部合計 16,390,700 
純資産の部
基本金 200 
基金 101,796 
国庫補助金等特別積立金 1,164,116 
その他の積立金 167,461 
次期繰越活動増減差額 47,190 
純資産の部合計 1,480,763 
負債及び純資産合計 17,871,463 

■貸借対照表

科　　目 金　額

事業活動
による収支

事業活動収入 1,033,091
事業活動支出 1,178,044
事業活動資金収支差額 △ 144,953

施設整備等
による収支

施設整備等収入 0
施設整備等支出 5,620
施設整備等資金収支差額 △ 5,620

その他の活動
による収支

その他の活動収入 3,304,694
その他の活動支出 3,234,477
その他の活動資金収支差額 70,217

予備費支出 0
当期資金収支差額合計 △ 80,356
前期末支払資金残高 622,049
当期末支払資金残高 541,693

ものづくり教室




